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1 サイレント映画期における女性脚本家の活躍
20世紀前半のアメリカのサイレント映画期には，数多くの女性脚本家が
活躍していたと言われる。たとえば，小説「紳士は金髪がお好き~ (1925) 
で小説家としても著名になったアニタ・ルースは，かつては D・W ・グリ
フィスの短縮にストーリーを提供していたし， 1910年代には大スターのダ
グラス・フェアパンクスの映画のシナリオライターとして活躍していた。ま
た，著名人になった後の 1930年代にも， MGMで脚本を書きつづけ，名作
『桑港~ (1938)等のシナリオを書いている。
また，セシル・ B・デミル監督のもとで， ~男性と女性~ (1919)， ~十誠』
(1923)， ~キング・オブ・キングス~ (1927)等の名作の脚本を手がけたジー
ニー・マクファーソンも忘れられなL、。彼女の存在があったからこそ，この
時期のデミル映画はあれほどモダンになったのではないかと，思える。さらに，
ルドルフ・ヴァレンチノの代表作である「黙示録の四騎士J(1921)や「血
と砂J(922)のシナリオを書いたジューン・メイシス……。 20世紀前半の
ハリウッドでは，女性の脚本家たちが映画作りにおいて今からは想像できな
いほどの存在感を示していたのだ。
じっさい， リジー・フランキーによれば， 1911年から 1929年のあいだに
著作権の登録がされ， Iアメリカの議会図書館の著作権局にしまいこまれて
いる 2万5000の脚本の半分は，女性によって書かれたもの」だという
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(Francke: 6)。
また，マーシャ・マクレディも， rアメリカ脚木家組合によると，世紀の変
わり目から 1920年代の中盤までの期間において，脚本家を職業とする者は，
10対1の割合で女性が男性を上回っていた」と書いている (McCreadie:4)。
これらの数字が当時の映画界の実情をどこまで正確に反映しているのかは
わからない。フランキーやマクレディの研究は，フェミニズムの立場による
映画史の見直しが本格化した時期のものだから，やや色眼鏡を通して見られ
ている可能性があるからだ。しかし，草創期のハリウッドが女性の活躍しや
すい場所であったことは確かなようだ。そういった状況があったからこそ，
最初に挙げたような有名な友性脚本家たちも頭角をあらわすことができたの
だろう。
もっとも，そのような状況は第2次世界大戦後には急速に変化していき，
女性の脚本家はしだいに目立たなくなってL、く。マクレディはこう書いてい
る 「女性脚本家たちの数は 1940年代の中盤にピークを迎え，それから
劇的な減少を見せた。以米，女性にもっと良い役割lを求める抗議の声が高まっ
た時代を迎えても，その減少に変化は起こっていなL、J(McCreadie: 4)。
もちろん，急いで付け加えるなら，現在はまた状況が変わってきている。
『潮風のいたずらJ(1981)から「ヘアスプレーJ(2007)まで，破天荒なコ
メディで才能を発揮するレスリー・ディクソンや， ~ホリデイ J (2006)や
『マイ・インターンJ(2015)などのヒット作を出しつづけるナンシー・マイ
ヤーズ，それに『恋人たちの予感J(1989)から『ジュリー&ジュリア』
(2009)までの作品でファンの多いノラ・エフロン(それにしばしば彼女と
共作した妹のデリア・エプロン)など，すぐれた火性の脚本家が数多く出現
してきている。その一部は監督としても成功している O ただ，こういった女
性脚本家の活躍は，あくまで 1980年代以降のことであり，それまでには，
女性の脚本家にとって活躍の機会を奪われた時代があったということなのだ。
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2 女性脚本家の台頭の背景にあるもの
それでは，なぜサイレント期を中心にした 20世紀前半には大勢の女性の
脚本家がハリウッドで活躍していたのだろうか。
マーシャ・マクレディは，当初，映画の社会的地位が著しく低かったこと
が，こうした状況をもたらす一因だったのではなL、かと推測している。草創
期において，映画は将来性のある男性が好んで就職したがるような職種では
なかった。映画は芸術みしてはもちろん，娯楽としても職蔑されがちな蝶体
だったのだ。舞台俳優を志す俳優たちは，お金に困ったときに，家族や親戚
などに知られないように，あえて名を伏せて出演することはあっても，みず
からすすんで映画に出ょうとはしなかった。当時，映画はまだ社会的に認知
されていない業界だったのであり，それは逆に言えば，若い女性にも入り込
む余地のある世界だったことになる。
マクファーソンはこう書いている一一「映画は演劇よりも社会的な地位が
低く，ヴォードヴィル・ショウよりは若干ましという程度に見られていた。
一般的に，社会から落ちこぼれた無力な者たちは一一この場合は女性だ
が一一自分たちが唯一活躍できる場所として，主流の「外」や「下」に位置
するものに惹きつけられるのだJCMcCreadie: 5)。
じっさい， 1920年代以降になり，映画業界の再編と統合が進み，映画の
社会的影響力が無視できなくなると，映画界は，有能な男性にとっても魅力
的な職場になってL、く。経済面での誘惑はもちろん，世間体のよでも恥ずか
しくない仕事になっていき，若い女性が簡単には入り込めない状況になって
いくのだ。
一方， リジー・フランキーは，草創期の映画会社の多くが小規模だったこ
とを，女性の脚本家が台頭した理由の一つに挙げている。映画が娯楽として
ブームを最初に巻き起こしたのは 1905年ごろだったが，当時「これらの会
174 明治大学教養論集通巻51号 (2016・1)
社は比較的小規模で， ~家内J 工業的だった。そこでは，当時人気があった
旅回りのレパートリー劇団のように，メンバーはさまざまな仕事を担当する
ことになった。そのため，女優として映間会社に加わった女性も， しばしば
キャメラの前だけではなく，キャメラの背後での仕事を自分がしていること
にすぐに気づかされた。新しい技術もすぐに身につけることができた」
CFrancke: 8)。つまり，小さな映画会社では，女性も照明やフィルム編集や
脚本書き等を党えなければならず，その技術畑で頭角をあらわす者が出てき
たというわけだ。
誰もがさまざまな仕事をこなさなくてはならない小規模な会社の状況が，
かえって女性の映画の裏方を育てる養成機関の役割を果たし，彼女たちにチャ
ンスを与える契機になったというわけである。
もう一つ，女性の脚本家が求められた理由として，“femaletouch" C女性
の感性)や“woman'sangle" C女性の椀点)を挙げる者もいる。映画館に
多くの女性客を集めるためには，女性の感性や視点が必要ではなL、かと考え
られ，それで女性の脚本家が求められたというのだ。たとえばイアン・ハミ
ルトンは， rプ口デューサーたちは，どうやら，金儲けにつながる『女性の
感性』を脚本に注入してくれる可能性があるので，これらの女性脚本家を好
んだようだ。ハリウッドは，奥さんや女子庖員は自分たちの見たい映画に夫
や恋人を連れてくることができるが，男は彼女たちを，彼女たちが関心を持
てない映画に述れて行くことはできないという信条を持っていたのであるJ
CHamilton: 21-22)。
また，より大きな背景としては，この世紀の変わり固から 1920年代のサ
イレント映画期が，女性の社会進出が進んだ時期と重なったことがあるだろ
う。 19世紀には，女性の仕事場はもっぱら家庭内に限られていた。しかし，
急速な都市化や労働力の需要の高まりもあって， しだいに女性の社会進出が
増えていく。ある文化史家によれば， r1880年には，届員，タイピスト帳
簿係をする女性はほとんどいなかった。 1900年には，ニューヨークで働く
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女性の7パーセントがそれらの職業につくようになった。 1920年には，そ
の数字は 22パーセントまで増加していたJ(Piess: 38)。そういった女性の
社会進出の大きな流れ一一「新しい女性」から「フラッパーJまでが登場し
てくる時代の風潮一ーが，ハリウッドの女性脚本家の活躍の背景にもあった
かもしれなL、。
いったい何がいちばん大きな原因なのか，それはよくわからなL、。しかし，
家内工業的に始まった映画産業は，急速な需要の高まりに追いつくために，
女性の力を利用する必嬰があったし，また女性たちがその役割を果たす才能
を持っていたことは間違いがないようだ。
3 脚本家フランセス・マリオン
さて，そのような草創期に活躍した多くの女性脚本家のなかで，メロドラ
マ映画の脚本家として高名だったのがフランセス・マリオンだった。『女性
映画製作者エンサイクロペディア」も，フランセス・マリオンは r~見ると
きに4枚のハンカチが必要なJ映画や上質なドラマで最もよく知られていた」
と書いている。
確かに，ボクサーとして峠を越した中年の父親を主人公にした『チャンプ』
(1930)は，子供に対する父親の無償の愛情を描いて観客の涙を誘った典型
的なメロドラマだった(1979年にもリメイクされて多くの観客を泣かせて
いる)。また，社会的に身分の低い母親が愛娘の幸福のために自分を犠牲に
する姿を描いた『ステラ・ダラスJI(1925)も，涙なしには見られないメロ
ドラマの傑作で，その後少なくとも 2固にわたって 0938年の大ヒット作
『ステラ・ダラス』と 1989年の現代版『ステラ』が有名)リメイクされるな
ど「母親もの」の定番となった。
ほかにも，愛する青年のために身を引く高級娼婦を描いた「椿姫JI(1915， 
1936)や，養子として育てた女の子の幸せのためにすべてを犠牲にする底辺
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の女性を措いた『惨劇の波止場J(1930)など，マリオンの作品はハンカチ
が何枚あっても足らないような「泣かせる」映画が多く，それらはリメイク
などを通して今でも映画ファンから愛されているのだ。
じっさい，淀川長治氏は，山田宏一氏との対談のなかで， ~ステラ・ダラ
ス』の最初の映画化作品を見たときの強烈な体験をこう回想している。 I~ス
テラ・ダラス』の最初のがいいのよ。監督がへンリー・キングね。もうすご
いのよ。あなたに言うのが恥ずかしいけどさ，泣いてお，'g、て泣きあげちゃっ
たの，ぼく……」。そして，脚本を書いたフランセス・マリオンへの賛辞を
惜しまない一一「フランセス・マリオンが偉かったのね。シナリオライター
が。女性のシナリオライター。ぽくなんか全カット覚えてるぐらいだからね。
すごいのJ。そして，淀川氏はマリオンを「アメリカ映画の恩人みたいな人」
とすら呼ぶのだ。(淀川・山田:146-148)。
おそらく，フランセス・マリオンの最大の貰献とは，ハリウッドのメロド
ラマの定型を作り上げたことだろう。また，その作品がいわゆる“tearjerker"
(お涙頂戴)であったとしても，映画的な細部の魅力や巧妙なユーモア感覚
によって，それを上質なドラマに仕立て上げたことだろう。ここでは，そん
な女性脚本家の魅力を少しでも探ってみたいと，思う。
フランセス・マリオンは， 1890年にサンフランシスコで生まれている。
普通の学校生活になじめなかった彼女は，画家をめざして美術学校に入学。
1907年のサンフランシスコ大地震の直後に美術学校の講師だった青年と早
くも結婚している。しかし，結婚生活は長くはつづかずに離婚。 1910年に
は，金持ちの御曹司と 2回目の結婚をするが，これも短命に終わったとL寸 O
女性の社会進出が始まったこの時代，彼女も自立をめざしてイラストレー
ター兼記者として『サンフランシスコ・エグザミナー」紙に職を得るが，中
途で首になってしまう。次にモロスコ劇団のポスター画家の仕事を得るが，
これもそう長くは続かなかったという。ちょうどそのころ，西海岸のロサン
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ゼルスに，アメリカの映画産業が拠点を移しつつあった。 1914年，ここで
彼女は，当時女性の監督として活躍していたロイス・ウェパーの自にとまり，
女優兼助手として働くことになる。また， Iアメリカの恋人」として人気を
誇っていた女優メアリー・ピックフォードとも知り合い，脚本の執筆をすす
められる。女優としてはまったく芽が出なかったというが，いつしか彼女は
映画の仕事に真剣な関心を持ち出したようだ。そしてニューヨークに出ると，
当時アメリカの映画製作の中心のひとつだった，ニュージャージーに撮影所
を持つワールド・フィルム社でシナリオライターとして活躍し始めたのだっ
fこ。
その後， 1910年代の後半には，親友のメアリー・ピックフォードのブレー
ン兼脚本家として，何本かの大ヒット作の脚本を書いた。当時のヒット作の
なかには， ~聞に住む女J (1918)のような今も高い評価を得ている野心作も
あった。ウィリアム・ジョン・ロックの小説『ステラ・マリス」を大胆に脚
色したこの映閣のなかで，ピックフォードは天使のように英しい病身の娘と，
醜く孤独な浮浪児の女の子の二役を熱演。とくに，浮浪児の切ない娘心は観
客の涙を誘った。
第一世界大戦にアメリカが参戦した 1918年には，かつての記者魂を刺激
されたらしく，映画界を離れて特派員としてヨーロッパに赴き，危険な戦場
を取材した。戦争が終わるとハリウッドの映画界に復帰。このころ，ハリウッ
ドはアメリカ映画の 80パーセントを製作するようになり，最新の設備を備
えた広大な撮影所で映画の大量生産を始めていた。このスタジオ・システム
のなかで，彼女の才能はさらに開花するのだ。
1920年代前半には，ウィリアム・ランドルフ・ハーストの経営するコス
モポリタン映商社のために脚本を書いたし，その後は『ステラ・ダラスJが
そうだったように，名プロデューサーのサミュエル・ゴールドウィンのため
にも脚本家として活躍した。そして 1920年代の後半には， MGMの看板ラ
イターとして，週給 3，500ドルというトップクラスの高給をもらいながら，
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着実に秀作を送り出していくのだ。
メアリー・ピックフォードとのコンビが成功したように，彼女は女性のス
ターを輝かせる稀有の才能を持っていたようだ。 MGMでは，大女優のリリ
アン・ギッシュのために， r真紅の文字j(1926)と『風j(1928)という後
期サイレント映画を代表する作品の脚本を書いた。とくに， r真紅の文字」
は，後で詳しく触れたいと思うが，ホーソーンのアメリカ文学の古典 r緋文
字』を大胆に脚色した傑作として知られる。
さらに，彼女は『アンナ・クリスティ j(1930)や「椿姫j(1937)など，
グレタ・ガルボのトーキー映画のために脚本を提供した。映画に音声が加わっ
たとき，英語に詑りのあるガルボは窮地におちいったのだが，マリオンは
「アンナ・クリスティ』でその靴りを逆に強調することで彼女の新たな臆力
を引き出したのだった。また， r椿姫」は，ガルボのメロドラマのなかでも
もっとも成功した作品のーっとして知られている。
マリオンがその魅力を引き出したのは，何も美人女優だけではなかった。
チャップリンがデビューしたころからの人気コメディエンヌで，そのごつい
顔と体型で知られたマリー・ドレスラーのカムバックにも彼女は貢献した。
1930年ごろ， ドレスラーは喜劇役者としての仕事がなくなり，人々から忘
れられ，経済的にも困窮していた。かつて記者の卵だったころに彼女に恩を
受けたことがあったマリオンは，彼女への恩濃しに『アンナ・クリスティJ
に出演させると，彼女のために映画「惨劇の波止場j(1930)を書いて成功
させるのだ。そこで， ドレスラーは一世一代の名演技を披露して，アカデミー
主演女優賞を獲得，見事にカムバックを呆たしたのだった。
回想、記のなかで，フランセス・マリオンは，かつて初めてメアリー・ピッ
クフォードに会ったときに言われた言葉を記している一ー「私はリリアンと
ドロシーのギッシュ姉妹とすごく仲良くしているの。気づいたのだけれど，
恋愛はときとして私たちを裏切るけれど，友情は私たちを支えてくれるのよ」
CMarion: 11)。ピックフォードのその言葉を胸に刻んだかのように，マリオ
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ンは女性との友情を大事にすることでも知られていた。かつて受けた恩を忘
れずに，マリー・ドレスラーのカムバックを手伝ったのもその一例と言える
だろう。また，かつて薫陶を受けた女性監督のロイス・ウェパーが無一文で
亡くなったときには，その費用を肩代わりして葬儀を出したともいう。
彼女は 1920年代の初めにはピックフォード主演の『ラブ・ライトJ(1920) 
などで監督業にもトライしている(リリアン・ギッシュも同じ時期にメガホ
ンを取っている)。監督としては成功を収められなかったが，この時期のハ
リウッドがいかに女性の活躍に対して前向きだったかがわかるだろう。
しかし. 1930年代後半になると，フランセス・マリオンの映画界での活
躍は急に終わってしまう O 脚本をもはや苫かなくなるのだ。その理由として
は.MGMで彼女を重用しつづけた名プロデューサーのアーヴィング・サル
ノfー グが. 1936年に亡くなったことが一番大きな原因だったかもしれない。
また，愛する夫と死別したことを，彼女の仕事への意欲の低ドの理由として
挙げる向きもある。
ただ，これはマリオン個人の問題ではなかったかもしれなL、。アニタ・ルー
スも含めて， フランセス・マリオンの同世代の女性脚本家たちは. 1930年
代ごろから急に作品数が激減し，存在感を失っていくのだ。彼女たちの年齢
の問題もあったかもしれないが，むしろ映画業界が彼女たちをもはや必要と
しなくなったのではないだろうか。
女性脚本家全体も，この時期からじよじょに影が薄くなっていく。それで
も. 1940年代から 50年代の前半にかけては，フィルム・ノワールや，女性
のメロドラマや， ミュージカルなどのジャンjレにおいて， ジョーン・ハリソ
ンやベッツィ・コムデンのような才能ある脚本家の存在があった。しかし，
1950年代，スタジオが弱体化するとともに，それらのジャンル映画が衰退
していくと，彼女たちの活躍の場は急速になくなってしまうのだ。そして，
1980年代まで，女性脚本家の不遇の時代がつづくのだ。
そう言えば，話が少しズレることになるが，映画編集者のウォルター・マー
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チによれば，映画編集の仕事も，かつては女性が多かったのに，ある時期か
ら激減したのだという。
初期の映画，特にサイレント時代の編集者は，ほとんど女性だった。
女性の仕事とみなされていたんだ。…(中略)…ところが， 1927年に
サウンドが導入されてから，状況はガラリと様変わりするんだ。サウン
ドが入ると急に「男性的」仕事とみなされるようになったのは，そこに
電気系統がともなうからだろう。サウンドには機械工学的な別の複雑さ
があるからね。この時点で編集の世界に男性が足を踏み入れはじめ，徐々
に女性陣は去っていくことになる。
それでも，たとえば歴代映画編集者のベスト 10を並べてみると，そ
こにはアン・コーツやデデ・アレンがランクインするはずだよ。彼女た
ちはあらゆる世代の編集者たちに影響をあたえているからね(オンダー
チュ:44)。
どうやら， トーキーが導入されて映画製作そのものが複雑化した時期あた
りから，映画界全体で女性の活躍の場が縮小していったと言えそうだ。また
映画が娯楽または芸術として社会的に認知されるようになり，男性にとって
も魅力的な仕事になっていたことも，背景にあるのかもしれなL、。いずれに
せよ，フランセス・マリオンの脚本家としての活躍は， 1930年代の終盤に
突然終わってしまうのだ。
4 フランセス・マリオンのメロドラマ
フランセス・マリオンは， 1915年ごろから 1940年にいたる約25年に 130
を超える作品を書いたとされている。この数は作品に脚本家としてクレジッ
トされた作品を数えただけのもので，彼女が部分的に書いたり，あるいは
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「スクリプト・ドクタ-J (傷のある脚本を手直ししたり，現場で急いでセリ
フを加えたりする役目の脚本家)として協力した作品は含まれていなL、。
その数多くの作品のなかで，私が見た作品は 5分の lにも満たない。だか
ら，どこまで語る資格があるかは疑問なのだが，それでも今でも容易に見ら
れる作品ーー彼女のメロドラマーーを中心にフランセス・マリオンの映画の
特質を書いておこう。
ただし，最初に断っておくと，マリオンの作品は決してメロドラマばかり
ではない。「ビッグ・ハウスj(1930)のような刑務所の実態を扱った硬派な
作品も書いているし， ~晩餐八時j (1933)のような「グランドホテル形式」
のコメディも脚色している O
しかし，先に紹介した「女性映画製作者エンサイクロペディア』の表現に
もあったように，あるいは淀川長治氏の回想にあったように，フランセス・
マリオンというときに映凶ファンが真っ先に連想するのは，涙をふくのに複
数のハンカチが必要になるような泣ける映画だったと言える。
たいていの映画脚本家には，その人が得意とするジャンルや好みの分野が
あるものだが，フランセス・マリオンにとっては，お涙頂戴のメロドラマが
本領を発揮できるジャンルだった。そして彼女の作品に何かの共通項がある
とすれば，それは場違いな人閣の悲しみを描きつづけたことだったと思われ
る。社会の主流から外れた人間，経済的に落ちこぼれた人間，育ちが悪いゆ
えに下品でまわりから浮いてしまう人間一一そんな人々が愛する者のために
見せる高貴な身振りを，彼女は好んで語っていたように思われるのだ。
たとえば，メアリー・ピックフォード主槙の傑作「閣に住む女』で， ピッ
クフォードは裕福な家の美しい娘と，狐児院育ちの醜い娘を一人二役で演じ
ているが，その後者は見た目も悪く，性格もひねくれている少女だ。しかし，
自分に優しくしてくれた青年が危険に陥っていることを知ると，殺人を犯し
でも彼を助けようとする。彼女が最後に見せる自己犠牲の身振りは，まさに
涙なくしては見られないものだった。
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少年時代の淀川長治氏を泣かせたという『ステラ・ダラスJも，同じよう
なテーマを持った作品と言える。ヒロインのステラは育ちが悪くて無教養な
女だ。そんな彼女は，愛娘だけには幸せな結婚をさせたいと願っている。そ
の夢は奇跡的に現実になる。娘は読書好きの慎み深い女性に成長して，上流
の優しい男性にプロポーズされるのだ。しかし，娘の幸福のためには，自分
が邪魔でしかないことをヒロインは知っている。そこで，彼女は娘の世界か
ら忽然と身を引く決意をするのだ。
マリー・ドレスラーにアカデミー主演女優賞をもたらした「惨劇の波止場」
も， rステラ・ダラスJと同工異曲の物語と震える。 ドレスラー演じるヒロ
インが住むのは，波止場にある場末の酒場兼ホテル。船乗りや酒好きたちが
たむろする，世界から忘れられたような場所だ。だが，設定こそかなり異な
るけれど，ここでもヒロインは， rステラ・ダラス」同様に，愛する養女の
幸せのためにすべてを犠牲にするのだ。
さらに，グレタ・ガルボの名作『椿姐』も，今から考えれば，閉じような
テーマを持った作品であることに気づかされる。ここでのヒロインは高級娼
婦だ。名家の子息が，彼女に熱を上げて通いつめるようになる。彼女は酸い
も甘いもかみ分けているはずなのに，この青年の純粋さと|育熱に負けて愛す
るようになる。だが，彼の父親が現れ，身分違いの恋であることを強調し，
身寄引いてくれるように彼女を説得する。彼女は，あくまで青年の幸せのた
めに彼のもとを去ることを決意する。ここでも，社会の中心から外れた人聞
が，愛する者のために見せる自己犠牲の物語が語られている。ろうたけた女
の見せるこの純情に観客は泣かされるのだ。
「闇に住む女」も， rステラ・ダラス』も， r惨劇の波止場」も， r椿姫Jも，
それぞれ異なる作家が異なる時代を背景にして書いた物語を脚色したものだ。
フランセス・マリオンは，それぞれの原作のもつ独自の世界を丁寧に描きな
がらも，最終的には， I主流の社会から落ちこぼれた人聞が，愛する者のた
めに見せる自己犠牲の物語Jへと収散させてL、く。下品で場違いな人聞が最
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後に見せる高貴な行為を描くことで，見る者をさめざめと泣かせてしまう。
マリオンの脚本の特徴とは，とのように，異なる題材からでも同じ美しいメ
ロディを響かせることができた脚色の才能にあったと思う O
そして彼女が描いたこの主人公たちの物語は，当時の映画の社会的な立ち
位置を正確に反映したものだったのではないだろうか。
先にも述べたように，マリオンは映画の草創期，ちょうど映画産業がハリ
ウッドに移転してきたころに映画界に足を踏み入れたが，その当時の映画は，
社会のなかでは軽麗の対象でしかなかった。 1913年ごろに，彼女が初めて
ロサンゼルスに移り，下宿を探したとき， I~空き室アリ」の看板はたくさん
あったけれど，そこにはしばしば『犬または役者はお断り」とか『ユダヤ人，
役者または犬は御免Jといった注意が小さな文字で書かれていた」という。
そして，玄関で用件を話すたびに， Iひとりで住むの? 一か月分の部屋代
を前払いできる? 活動写真で働いている人?Jと尋ねられたという。「活
動写真J(flickers)で働く人，つまり映画人とは，歓迎されざる人種だっ
たのだ。彼女は「私は映画業界にいたから，人種差別がどんなものかを知っ
ているわ」とよく言っていたというが，映画人とは，地域社会から蔑まれる，
下品で悪趣味な存在に他ならなかった。
フランセス・マリ庁ンが書いた主流の世界から落ちこぼれた人間たちは，
そんな社会から蔑まれた映蘭ならではの悲しみを体現していたように思われ
る。醜い浮浪児，下品な母親，社会の下層に生きる女，高級娼婦……これに
『チャンプ』でウォレス・ビアリーが演じたアルコール依存症のボクサーを
加えてもいいが，そうした社会から落ちこぼれた人々を主人公にして，マリ
オンは上質なメロドラマを作り上げた。そこに，彼女の天分があると言える
だろう。彼女が描いた社会の底辺の人々の高貴な行為には，馬鹿にされてい
た映画界の人々の斡持が反映されているように思われる。
もちろん，彼女のメロドラマの脚本は悪く言えば同工異曲とも見なすこと
ができる。だが，それを作家性と呼ぶこともできるだろう。彼女のメロドラ
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マには，彼女にしか書けない世界と個性があふれでいる。
ヌーヴェル・ヴァーグが作家主義を唱えて以来，我々は監督が映画の作家
であるという考え方には慣れてきた。作品には監督の世界観や個性が反映さ
れるという見方を当然のように受け入れている。しかし，少なくともスタジ
オ・システムの時代には，一部の脚本家がそれと同じような役回りをしてい
たように思えてならない。彼(彼女)らが果たした貢献について， もっと積
極的に評価すべき時期にきているのではないだろうか。
5 大胆な脚色術 『真紅の文字』の場合
前章でフランセス・マリオンのメロドラマの特徴について書いたが， 、-'-
ではもう少し具体的に彼女の脚色の特徴を見ていこうと思う。マリオンは，
著名な文学作品から当時のベストセラー小説まで，文学作品の脚色で有名だっ
た。彼女はそれらの小説をどのように峡商に移し変えたのだろうか?
マリオンが書いた作品のなかで，もっとも優れていると思われる作品の一
つがホーソーンの『緋文字』の映画化だ。古典的な作品の映画化は，たとえ
ば『白鳥京』や「グレート・ギャツビー』の例からもわかるとおり， しばしば
失敗に終わることが多い。だが， 1926年の「真紅の文字」は映画として今
も高い評価を得ている。いったい，サイレント時代の映画になぜそんなこと
が可能だったのだろうか。
この映画の脚色で何よりも驚かされるのは，マリオンがホーソーンの小説
をあまり尊重していないということだ。というか，ある意味では原作を裏切っ
ていることだ。実は，映岡版の最初の三分のーは，ほとんど彼女の創作と首っ
ていいものなのだ。その大胆な決断には驚かざるをえなL、。
ホーソーンの『緋文字』の大きな特徴は，これが事後の物語だと言うこと
だろう。読者の多くは，これがヘスター・プリンとディムズデール牧師の不
倫の物語であり， ヒロインが見せしめとして胸に着けさせられる iAJの文
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字が“Adulteress"の頭文字だということをあらかじめ知ってはいるだろう。
しかし， じっさいの小説には，そういった不倫の現場が描かれているわけで
はない。いったい，どのようにふたりが愛するようになったかなどはまった
く描写されない。むしろ，それはすでに起こってしまったこととして間接的
に言及されるだけだ。「緋文字」はあくまで事件が起こってしまった後の物
語なのだ。
また，たとえ言及されるときでも，その事件はひどく酸味に語られるだけ
だ。読者は，町の人々がヘスターについて言う罵倒の言葉一一「へスター・
プリンみたいなあばずれ」や「わしらみんなの面安よごしたJ-ーから，彼
女がどんな罪を犯したのかを想像するしかなL、。事情を知らないよそ者が住
人に尋ねるシーンがあるが，返ってくるのは，彼女が夫の不在のあいだに
「身をあやまった」という遠まわしな表現だけだ〈ホーソーン:74-89)。ホー
ソーンは，事件について説明するのは避け，そのいっさいを読者の想像にゆ
だねてドるのだ。
おそらく，ホーソーンにとって大事だったのは，罪の行為そのものではな
く，罪をおかした人聞のその後や，周囲の偏狭さや，購罪の問題だったに違
いなL、。だから，事件そのものを描くことには興味がなかったのだろう。
それに対して，映画版の『真紅の文字」は，あえてホーソーンが書かなかっ
た事件を，現在進行形で語っているのだ。だから，この映商の最初の3分の
lは，マリオンが創作で作り上げた物語だと言っていい。
冒頭，町の様子を簡潔にスケッチした後，映画は部毘で教会に出かける支
度をするお針子のへスターをとらえる。部屋の壁には，“Vanityis an evil 
disease." (虚栄は邪悪な病である)という標語が書かれている。だが，その
布告Eめくると，下には鏑(ブリキの板を磨いたような鏡の代用品と言うべき
か〉があって，へスターはそこに映る自分の顔を確かめる。このシーンは秀
逸だ。虚栄を戒める標語は，プロテスタント社会の戒律の厳しさを端的に表
現している。一方，鏡はヒロインの娘心を伝えてくれる。それはこの町が戒
186 明治大学教養論集通巻511号 (2016・1)
律の厳しい町であること，またそのなかでもヒロインがきれいでありたいと
思っていることを教えてくれるのだ。そして(これが大事なのだが)へスター
が戒律を破る可能性を持っていることも。
この映画には，語りの仕掛けとして， r植民地法規香」とやらを読み上げ
る人物が出てくる。たとえば， r女性の下着は人目につかないように洗濯し
なくてはならなL、」。その言葉の後で，森のなかで隠れるようにして洗濯を
している女たちの姿が映される。このようにして，プロテスタントの町のルー
ルと風俗が紹介されていくという趣向だ。
面白いのは， r婚約していても，愛の雷葉は通話管を通して語られなくて
はならない。結婚するまでは，キスも抱擁も許されなL、」という戒律が紹介
された後で，部屋のなかで面と向かつて座っている男女が映されるところだ
ろう。このふたりは， 2，3メートル離れて座り，ポールのようなものを挟ん
で会話しているのだ。どうやら，この空洞の竹ざおのようなものが「通話管」
らしい。このシーンは，当時のピューリタンの禁欲主義と，男女の交際のあ
り方をユーモラスに点描している。マリオンはメロドラマの専門家と思われ
がちだが， しばしばこのような皮肉をまじえて厳格な社会をユーモラスに描
いていくのだ。ユーモア感覚もまた優れた脚色には欠かせない要素のようだ。
しかし，この前半でもっとも素晴らしいのは，ヘスターとディムズデール
牧師が親しくなるまで安描いたシークエンスだ。
ヘスターが木陰に隠れるようにして，洗濯を終えた自分の下着を干してい
ると，散歩中の牧師が通りかかる。ヘスターはあわてて下着を背中に隠す。
その挙動に不審を覚えた牧師は何を隠したのかと詰問する。しばらくすった
もんだした挙句，ヘスターが恥ずかしげに手にした下着を見せると，牧師は
自分の勘違いに気づき，あわててきびすを返し，逃げるように立ち去ろうと
する。ここは微笑ましい。その牧師をあわてて追うヘスター。彼女に追いつ
かれまいとして足早になる牧師。婚約者たちでさえ 2，3メートルの距離を
置かなくてはならないこの社会では，いっしょに男女が散歩することも重大
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な戒律違反なのだ。そんなふたりを，キャメラは長い移動ショットでとらえ
ていく。この場面は，微笑ましく，みずみずしく，そしてセクシーだ。それ
まで，このプロテスタントの町の厳格主義を強調していただけに，ふたりの
散歩は限りなくスリリングに見えるのだ。
こうして，マリオンはふたりが距離的にも心理的にも接近していく過程を
たくみに描いていく。もちろん， じっさいにふたりが肉体的に結ばれる姿が
描かれることはなL、。しかし，セックス・シーンをじっさいに描いたデ‘ミ・
ムーア主演の『スカーレット・レターJ(1995)よりもはるかに官能的で説
得力がある。ヴィム・ヴェンダースが映画化した『緋文字J(1972) もとう
てい及ばない。
3分の 1を過ぎたあたりから，映画はやっと原作の「緋文字』の物語を踏
襲するようになる。後半はその意味ではそれほど大胆には逸脱していなL、
ただ，不義の子として近所の子からいじめられるパールが，意外に負けず嫌
いでその子供たちに向かつて反撃しようとするシーンなど，ユーモラスなと
ころは他にもある。そして見る者はこれがやはり主流の社会から外れた者た
ちの物語であることに気づかされる。フランセス・マリオンは，ホーソーン
の古典を原作にしながらも，やはり彼女の得意なテーマをそこにもぐりこま
せているのだ。
『真紅の文字』は，クライマックスのリリアン・ギッシュの演技が有名な
作品だ。しかし，むしろ前半の部分に，マリオンらしい独創的な脚色が見ら
れることを指摘しておきたい。「植民地法規書」という趣向を使って語りを
スムーズに運びながら，なおかっこの町の厳しい戒律を強調していく巧みさ，
鏡や洗濯などの女性にとって身近なところに焦点を当てた視点，それに極端
な禁欲主義を皮肉な目で見るユーモア感覚……こういった細かい工夫や大胆
な決断が，この脚色を成功させているのではないかと思うし，彼女をもっと
も信頼のできる脚本家のひとりにしていたのではないかと思う。
ところで，蛇足になるが，一昨年に『華麗なるギャツピー』の新しいリメ
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イクを見たとき，フランセス・マリオンのことを思い出したのを覚えている。
リメイク版は，かなり自由な改変をほどこしてはいたものの， 1971年版の
ジャック・クレイトン監督の『華麗なるギャツビー』と同様に，原作を尊重
しすぎて失敗しているように思えた。フイツツジェラルドの小説の冒頭とラ
ストは非常に美しく書かれているので，どうしてもそのテキストを使いたい
気持ちはわからぬでもなL、。しかし，忠誠心のあまり，映画づくりの自由さ
を失っているように思えた。むしろ，あの冒頭を削るくらいの大胆さがない
と面白くはならなかったのではなL、かと思う。もしもフランセス・マリオン
ならどうしただろう?一一そんなことを考えてしまったのだ。
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